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駅者座エプ星S其の極小期
山　本一　清
　一等星「カペラ」の西南隣にあって，李素は3等級の光輝を放つエプシロ
ン星が憂光星であるミいふこミは，・今から100年以上も昔，西暦1821年の初
めに，ドaツ國QuedlinburgのFIltsch牧師が見つけたのであって，其の
年の二月20日附けで同師がBOdeへ途つた手紙の中に，
『駅者座の小山羊の所にあるE星を，ζ星やη星xS比較して齪測しました
が，私は時々其れが殆んさ見えない程，微光になったのを見ました』ミ書い
てみる．尤も，同じ様なこミをW．Herschelが1783年八月及び其の後年に
も見たこミはあるが，しかし彼れは之れを決して星の光度の憂化εは見な
かつナこ．εころがFritschの注意は其の後，殆んで忘れられてみたのであ
って，1843年になってSchmidtが此のε星の攣化するこεを改めて三見
した．そしてFritschの陽解の事は全く知らなかつ＃らしい．　Schmidtは
其の後，此の星を死ぬまで回心に観測しテこが，1847年に至ってHeisが愈
愈此の憂光を疑ひ無きものミ認めた．しかし此のε星の攣光の模様1につい
ては實に永い間不明のままであって，人々は一般に之れを不規則星の一例
S思ひ，只，時々著しい光輝攣動をするものミ認めてゐk．今世紀に入っ
て，1902年にH．C．　VogelミEberhardミが此の星の視線遽度の攣動す
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　　1S21年，　1847－1848年　　1874－1875年
に翻り，光輝は約％級だけ減する・Ludendorffは1842年力’ら1903年までの
観測結果を整理し，其の後には叉，始め手に入らなかっナこSchmidtの観測
を利用しナこ．此等の研究によれば，ε星の極小期に於ける山鼠及び高光の
期間は各々18⑪ES，叉，極小光輝の機績期間は34月目に達し，從って，極小期
全膿は前後700日に渡る．そして極小期間以外に於いては，星の光輝は全く
不憂か，叉はSchmidtの観測報告を信用するεせば極めて僅かに攣聞す
るかも知れない．Ludendorffによれば此の星の李常光度は3．34級であって
極小光度は4．08級である．其の憂光要素は，A．　N・4606に獲表せられナこも
ので㌧郎ち
　　極’」、＝＝＝＝＝」．1）．　24亘5850十99001雪，　　　エ｝＝700日，　　　d＝≡540日，
　英國のMarkwick大佐は1904年頃の自己の観測から此のLudendorffの
研究に賛意を表してみる．爾ほ，Argelanderの説によれば，1709年十二：月
9日にε星がζ星よりも著しく大きい光を放ってるたミKirchは観測した
εいふのであるが，Ludendorffの公式によれば此の頃に最も近い極小期は
1712年に當つでるる．Ludendor暇よ其の後，：更に此の星の下線速度を詳細
に研究し，回れがアルゴル式攣光星こしての理に合致するこεを確めた．
只一つ難解なこεは，此の星の週期が上記0）如く非常に永いものεするミ
當然，此の星の密度を非常に小さいものミ想像しなければならないこεで
ある．しかし，最近には密度の非常に小さい星の例は他にも多少見つけら
るひ三を知ったので，　こNに
Ludeudoxec　nj授は當時知られて
みる総ての材料を集めて詳細な
研究を始めナこ．此の研究の結果
ε星は實に週期27年εいふ驚く
べき長週期のアルゴル野州光星
であるこxSが知れた．從って，
かって極小時期Eして観測され
たのは，
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れて來たし，叉，此の・星のスペクトルはF5Gであって，之れ亦非常に
稀薄な密度の讃嫁であるから，Ludendorff等の二三は大して無理でもなさ
そうである．Osthoffによればε星の色は4．5である．
　Ludendorffの要素によ』るざ，此のε星の次回の極小期は
　　　　　　　ユ’」ウス蓮日2425750－1929年五月18日
を中心Sして前後350旧聞である．從って，
　1928年六月2日頃　　減褻が始まり，
　　1929年＿月1日頃　　　　極小光輝〔4．08〕に達し，其の後光輝ほゴ不攣，
　1929年十一月10日頃まで　　檜光が始まり，
　1930年五月10日頃　　　　元の光輝（3．34〕に園復する
筈である．果して此の豫言通り適中するか？　或は翫に：Ludendorff氏自
身が指適してみる如く，此のε星の，分光連星ミしての週期は27．14年の二
倍の54．28年目あるから，1902年の時の極小S來る1929年の極小εの間隔は
正確に27．14年でなく，多少の邊速があるかも知れない．一一一一　Sにかく’今後
暫く此の星は學俗共に注意するこミが肝要である，
　ε星は明るい星であるし，附近に比較星も多いから，肉眼や双眼鏡で光．
度の二化を見るこεは容易である．只，徐々に微かな気化であるから，目
測には熟練が必要である．ここに比較星の光度を掲げる．
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ローレンツ教授死去
ナランダ大學教授H・A・Loreutz氏に二月四日逝去しずこ。享年七十五
オ。同氏は著名なゐ物理學者にして去る1902年ノーベル賞為受けたo
